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★
一
月
二
八
日
、
八
王
子

地
区
本
部
・
西
国
分
寺
駅

連
合
分
会
主
催
に
よ
り
、

東
所
沢
駅
で
国
労
加
入
し

た
小
林
伸
一
さ
ん
の
歓
迎

会
が
新
座
で
開
催
さ
れ
た
。

　

分
会
・
遠
藤
書
記
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
山
田
分

会
長
が
「
小
林
さ
ん
と

は
、
職
場
の
飲
み
会
な
ど

だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
を

通
じ
て
の
仲
間
意
識
で
通

じ
合
っ
た
。
八
王
子
地
区
本
部
は
七
〇
〇
名
ほ
ど
だ

が
、
職
場
に
国
労
の
力
が
あ
る
内
に
組
織
拡
大
を
し

よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

加
入
し
た
小
林
さ
ん
は
「
国
労
に
入
っ
た
き
っ
か

け
は
、
国
労
組
合
員
の
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見

て
き
た
か
ら
。
東
労
組
に
い
た
時
は
胡
坐
を
か
い
て

い
た
。
国
労
組
合
員
は
東
労
組
以
上
に
仕
事
を
一
生

懸
命
や
っ
て
い
る
。
激
動
の
時
に
国
労
を
去
っ
て
今

戻
っ
て
い
い
の
か
と
迷
っ
た
。
拒
否
さ
れ
る
意
見
が

あ
る
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
た
が
、
戻
る
決
意
を
し
た
」

と
加
入
の
き
っ
か
け
を
報
告
し
な
が
ら
、
決
意
を
述

べ
た
。

　

上
部
機
関
か
ら
、
東
日
本
本
部
・
高
野
書
記
長
、

東
京
地
本
・
松
川
書
記
長
、
八
王
子
地
区
本
部
・
横

　

二
三
回
目
と
な

る
「
一
〇
四
七
名

問
題
の
政
治
解
決

決
断
を
求
め
る

二
・
一
六
集
会
」

が
、
二
月
一
六
日

星
陵
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

　

国
労
闘
争
団
全

国
連
絡
会
議
・
神

宮
議
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
高
橋
伸

森
書
記
長
ら
が
駆
け
つ
け
激
励
と
歓
迎
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

乾
杯
の
後
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
久
し
ぶ
り
の

八
王
子
で
の
拡
大
に
、
今
後
の
奮
闘
と
も
う
一
人
の

小
林
さ
ん
を
と
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

★
大
宮
地
区
本
部
大
宮
工
場
支
部
は
、
去
る
二

月
一
〇
日
、
新
組
合
員
と
な
っ
た
「
橋
本
翼
」

君
の
加
入
歓
迎
会
を
、
三
〇
名
を
超
え
る
各
機

で
作
る
」
と
力
強
い
決

意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

祝
辞
に
移
り
、
松
川

地
本
書
記
長
が
国
労
組

合
員
証
・
国
労
手
帳
を

手
渡
し
、
笠
井
全
貨
協

事
務
長
、
岩
本
中
央
本

部
青
年
部
長
な
ど
か
ら

次
々
と
歓
迎
の
挨
拶
を

受
け
、
笑
顔
・
笑
顔
の

国
労
加
入
歓
迎
会
と

な
っ
た
。
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国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

東
京
地
方
本
部
第
九
八
回
地
方
委
員
会
が
二
月

二
一
日
、
新
橋
交
通
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

山
本
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
・
成
立
宣
言
の
後
、

議
長
に
大
宮
地
区
本
部
・
佐
藤
幸
雄
委
員
、
副
議

長
に
八
王
子
地
区
本
部
・
保
科
誠
司
委
員
を
選
出

し
議
事
に
入
っ
た
。

　

石
上
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
宮
坂
・
全
国

交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
長
の
来
賓
挨
拶
を
受

け
た
。
上
部
機
関
か
ら
は
国
労
東
日
本
本
部
・
伊

藤
委
員
長
、
全
国
闘
争
団
連
絡
会
議
の
小
野
副

議
長
の
報
告
を
受
け
、
松
川
書
記
長
か
ら
経
過
報

告
並
び
に
当
面
す
る
闘
争
方
針
案
に
つ
い
て
、
鎌

田
財
政
部
長
か
ら
協
定
締
結
承
認
の
提
案
を
行
っ

た
。

　

午
後
か
ら
質
疑
に
入
り
、
東
京
闘
争
団
・
山
下

団
員
か
ら
の
報
告
を
含
め
、
一
六
名
の
委
員
発
言

を
受
け
、
宮
﨑
組
織
部
長
の
答
弁
、
松
川
書
記
長

が
集
約
を
行
っ
た

後
、
全
体
の
拍
手
で

経
過
報
告
及
び
闘
争

方
針
が
決
定
さ
れ

た
。

　

委
員
会
は
最
後

に
、
特
別
決
議
二

本
「
反
貧
困
・
社
会

的
格
差
是
正
、
労
働

者
の
雇
用
を
守
り
、

二
〇
〇
九
年
春
闘
を

全
力
で
闘
う
特
別
決

議
」「
分
会
活
動
強

化
か
ら
組
織
拡
大
実

現
に
全
力
を
挙
げ
、

関
役
員
・
分
会
組
合
員
の
参
加
で
盛
大
に
開
催

し
た
。

　

増
田
・
支
部
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
宇
塚
・

支
部
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
そ
し
て
主
催
者
を
代

表
し
て
小
野
・
支
部
委
員
長
よ
り
、
こ
の
間
の
経
緯

と
本
人
自
ら
の
意
思
で
加
入
し
て
頂
き
、
そ
の
「
勇

気
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
熱
烈
歓
迎
す
る
」
旨

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

乾
杯
に
続
い
て
千
代
村
・
大
宮
車
両
所
分
会
長
よ

り
国
労
バ
ッ
チ
の
付
与
と
「
橋
本
翼
」
君
の
紹
介
、

加
入
に
至
っ
た
説
明
を
受
け
、
本
人
か
ら
加
入
に

至
っ
た
動
機
、
そ
し
て
「
も
う
一
人
の
橋
本
を
職
場

二
委
員
長
挨
拶
の
後
、
民
主
党
・
鳩
山
由
紀
夫
幹

事
長
・
山
下
八
洲
夫
参
議
院
議
員
、
公
明
党
・
弘

友
和
夫
一
〇
四
七
名
問
題
対
応
委
員
会
座
長
、
日

本
共
産
党
・
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員
、社
会
民
主
党
・

又
市
征
治
副
党
首
、
国
民
新
党
・
自
見
庄
三
郎
副

代
表
の
方
々
か
ら
応
援
と
解
決
に
向
け
た
決
意
表

明
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
闘
争
団
と
家
族
の
代
表
か
ら
の
訴
え
、

四
裁
判
の
担
当
弁
護
士
か
ら
の
現
状
報
告
、
四
者

四
団
体
代
表
か
ら
の
御
礼
の
挨
拶
と
続
き
、
政
治

的
な
解
決
を
求
め
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
決
意
を

固
め
あ
っ
た
。

⑩
上
野
車
掌
区
連
合
分
会

　
「
♪
ど
こ
か
に
故
郷
の　

香
り
を
の
せ
て
♪
」

と
く
れ
ば
、
ぐ
ぐ
ー
！
と
来
る
人
も
多
い
は
ず
。

　

今
回
の
職
場
紹
介
は
、

北
の
玄
関
「
上
野
駅
」
発

着
の
列
車
を
担
当
す
る
上

野
車
掌
区
連
合
分
会
。
分

会
は
、
在
来
線
の
長
距
離

列
車
は
減
っ
た
も
の
の
、

東
北
・
常
磐
・
高
崎
線
を

主
に
乗
務
す
る
上
野
車
掌

区
と
、
常
磐
線
の
上
野
～

取
手
・
成
田
、
緩
行
線
は

綾
瀬
～
取
手
を
乗
務
す
る

松
戸
車
掌
区
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

我
孫
子
駅
で
の
成
田
線
（
一
時
間
に
一
～
二
本
）

の
接
続
な
ど
に
特
に
気
を
使
い
、
困
る
の
は
、
不
接

と
な
っ
た
列
車
の
出
て
行
く
姿
が
見
え
る
時
。
ま
た

長
距
離
で
は
、
一
時
間
・
二
時
間
遅
れ
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。

　

乗
務
員
共
通
の
問
題
は
、
食
う
・
寝
る
・
ト
イ

レ
。
明
け
番
の
朝
は
、
ト
イ
レ
に
行
か
な
い
よ
う
に

と
朝
食
を
抜
く
人
も
多
く
「
体
の
具
合
の
悪
い
時
は

特
に
気
を
付
け
る
」「
食
事
も
夕
方
一
六
時
頃
に
食

べ
て
深
夜
二
三
時
過
ぎ
ま
で
の
連
続
乗
務
も
あ
る
」。

五
五
歳
過
ぎ
て
基
本
給
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
今
ま
で
と

同
様
に
乗
務
す
る
の
は
組
合
に
関
係
な
く
多
く
の
不

満
が
出
て
い
る
。

　

分
会
運
営
も
大
変
で
、
役
員
の
自
宅
の
一
番
遠
い

（
群
馬
県
太
田
市
）
人
の
明
け
番
に
で
き
る
だ
け
合

わ
せ
て
執
行
委
員
会
を
月
一
回
定
例
化
し
て
い
る
。

不
規
則
な
勤
務
の
中
で
、
組
合
員
同
士
が
会
う
機
会

も
少
な
く
、
旅
行
、
花
見
・
な
し
狩
り
・
日
帰
り
温

泉
な
ど
レ
ク
を
中
心
に
組
合
員
の
交
流
を
図
っ
て
い

る
。
と
き
に
は
二
日
連
続
で
開
催
し
、
一
人
で
も
多

く
の
組
合
員
が
出
ら
れ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
隣
の
松
戸
運
転
区
に
声
を
か
け
、
同
じ

線
区
の
乗
務
員
と
し
て
一
緒
に
交
流
し
て
い
る
。

　

平
成
採
の
若
い
人
が
七
割
に
も
達
し
、
一
人
前
に

な
る
と
す
ぐ
運
転
士
に
出
て
行
っ
て
し
ま
い
、
な
か

な
か
他
労
組
組
合
員
に
話
し
か
け
る
機
会
も
持
て
な

い
。  

　

共
通
の
心
配
事
は
、
東
北
・
東
海
道
縦
貫
線
が

開
業
し
た
ら
こ
の
職
場
が
ど
う
な
る
の
か
だ
。

多
数
派
実
現
を
め
ざ
す
特
別
決
議
」
の
委
員
会
宣

言
を
採
択
し
、
石
上
委
員
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
三
唱
し
闘
う
方
針
を
確
認
し
合
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
詳
細
は
次
号
）
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所
属
組
合
員
に
向
け
、
国
労
役
員
に
注
意
し
ろ
と

の
ニ
ュ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

　

私
た
ち
は
引
き
続
き
、
労
働
条
件
改
善
と
組
織

強
化
拡
大
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
、
明
る
い
民

主
的
な
Ｊ
Ｒ
職
場
を
創
り
続
け
よ
う
。

り
組
み
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
」
な
ど
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
地
区
本
部
か
ら
の
提

起
を
受
け
、
六
班
に
分
か
れ
て
の
交
流
会
を
行
っ

た
。

　

二
日
目
は
分
散
会
報
告
、
各
系
統
か
ら
の
取
り

組
み
報
告
が
あ
り
、
横
森
書
記
長
の
ま
と
め
で
二

日
間
の
交
流
会
を
終
了
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
危
機
感
を
持
っ
た
東
労
組
は

大
を
中
心
に
現
状
報
告
を
含
め
た
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。

　

経
過
報
告
・
予
算
決
算
な
ど
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
、
昼
食
を
挟
み
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

各
代
議
員
か
ら
「
新
シ
ス
テ
ム
（
予
約
・
発
券
）

の
完
成
度
が
悪
く
使
え
な
い
」「
三
ヶ
日
の
転
勤

問
題
」「
休
日
出
勤
が
月
に
三
～
五
日
あ
り
休
養

が
取
れ
な
い
」「
泊
ま
り
勤
務
で
の
休
息
時
間
に

つ
い
て
」「
い
わ
き
の
事
故
を
含
め
た
安
全
問
題
」

「
事
情
聴
取
や
日
勤
教
育
へ
の
対
応
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

優　

勝　

村
越　
　

淳　

秋
田
・
元
新
宿
駅

準
優
勝　

古
川　

修
一　

大
宮
・
宇
都
宮
信
通
Ｍ
Ｃ

第
三
位　

大
越　
　

進　

八
王
子
・
三
鷹
保
線
技
セ

　

大
回
転
の
部
（
Ｏ
Ｂ
）

優　

勝　

内
田　

享
一　

新
橋
・
池
袋
運
輸
区
Ｏ
Ｂ

　

大
回
転
の
部
（
Ａ
）

優　

勝　

戸
野
塚
昭
雄　

大
宮
・
大
宮
信
通
技
セ

準
優
勝　

相
沢　

一
行　

上
野
・
天
王
台
駅

第
三
位　

大
竹　

伸
明　

八
王
子
・
立
川
運
転
区

　

大
回
転
の
部
（
Ｂ
）

優　

勝　

森
田　

哲
男　

上
野
・
新
幹
線
第
二
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

準
優
勝　

橘
川　

康
宏　

神
奈
川
・
東
神
奈
川
電
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区

第
三
位　

古
川　

修
一　

大
宮
・
宇
都
宮
信
通
Ｍ
Ｃ

　
　

総
合
順
位

優　

勝　

村
越　
　

淳　

　

秋
田
・
元
新
宿
駅

準
優
勝　

古
川　

修
一　

　

大
宮
・
宇
都
宮
信
通
Ｍ
Ｃ

第
三
位　

大
越　
　

進　

　

八
王
子
・
三
鷹
保
線
技

　

セ
Ｏ
Ｂ
優
勝　

渡
辺　

三
郎

　

神
奈
川
・
新
鶴
見
機
関

　

区
Ｏ
Ｂ

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
二
月
一
一
日
か
ら
一
二

日
、
都
内
・
青
梅
で
組
織
拡
大
交
流
集
会
を
開
催

し
た
。

　

国
労
組
織
の
拡
大
を
め
ざ
す
職
場
で
の
取
り
組

み
に
生
か
す
た
め
に
、
情
勢
の
現
状
を
つ
か
み
、

お
互
い
の
経
験
に
学
ぶ
二
日
間
と
な
っ
た
。

　

小
山
委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
地
本
宮
﨑

組
織
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
西
国
分
寺
駅
連
合
分
会

か
ら
は
実
際
の
組
織
拡
大
に
結
び
つ
け
た
取
り
組

み
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
地
本
管
内
で
国
労
に
加
入
し
た

三
人
の
青
年
か
ら
報
告
が
あ
り
「
青
年
が
入
り
た

く
な
る
組
織
を
作
る
必

要
性
が
あ
る
」
と
の
訴

え
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

多
数
の
国
労
加
入
が
あ

る
新
橋
支
部
の
山
田
委

員
長
か
ら
「
職
場
に
は

様
々
な
国
労
の
人
が
い

て
、
仕
事
が
で
き
る
人
、

仕
事
は
イ
マ
イ
チ
で
も

職
場
を
明
る
く
す
る
人

な
ど
が
い
て
、
総
体
と

し
て
拡
大
に
向
け
た
取

と
な
っ
た
。

【
成
績
】

　

回
転
の
部
（
Ｏ
Ｂ
）

優　

勝　

渡
辺　

三
郎　

神
奈
川
・
新
鶴
見
機
関
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｏ
Ｂ

　

回
転
の
部
（
Ａ
）

優　

勝　

大
竹　

伸
明　

八
王
子
・
立
川
運
転
区

準
優
勝　

永
井　

欣
也　

新
幹
線
・
東
一
両

第
三
位　

戸
野
塚
昭
雄　

大
宮
・
大
宮
信
通
技
セ

　

回
転
の
部
（
Ｂ
）

　

自
動
車
支
部
第
五
六
回
定
期
大
会
が
〇
八
年

一
二
月
一
〇
日
、
地
本
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

丸
山
副
委
員
長
の
司
会
の
も
と
、
議
長
に
小
諸

分
会
の
柳
沢
代
議
員
を
選
出
。

　

磯
部
執
行
委
員
長
の
挨
拶
で
は
「
い
わ
き
の
事

故
の
経
過
と
現
状
報
告
、
労
働
者
の
権
利
や
意
識

を
高
く
持
つ
事
を
基
本
に
し
た
情
勢
報
告
や
闘
う

決
意
。
東
日
本
の
管
内
・
東
北
支
部
の
組
織
拡
大

の
報
告
と
、
自
動
車
支
部
で
も
拡
大
に
結
び
つ
け

て
行
こ
う
」
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

東
京
地
本
の
松
川
書
記
長
か
ら
組
織
の
強
化
拡

　

二
九
回
を
数
え
る
国
労
東
京
ス
キ
ー
大
会
が
、「
湯

沢
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
も
雪
の
量
が
少
な
く
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
湯
沢
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
関
係
者
の
ご
協
力
な
ど

に
よ
り
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
成
功
の
う
ち
に
終

わ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

大
会
の
総
合
優
勝
に
は
、
以
前
、
地
域
間
異
動
で

新
宿
駅
に
来
て
い
た
秋
田
地
本
の
村
越
淳
さ
ん
が
輝

き
、
準
優
勝
に
は
大
宮
地
区
本
部
の
古
川
修
一
さ
ん
、

第
三
位
に
は
八
王
子
地
区
本
部
の
大
越
進
さ
ん
の
順

　

唐
沢
書
記
長
は
、

少
数
派
の
組
合
で
は

あ
る
が
、
現
実
に
、

問
題
点
を
指
摘
し
会

社
に
働
き
か
け
て
改

善
を
目
指
し
て
い
る

の
は
国
労
だ
。
今
後

も
要
求
の
多
数
派
を

め
ざ
し
な
が
ら
組
織

の
拡
大
に
も
結
び
つ

け
て
い
こ
う
と
集
約

答
弁
さ
れ
た
。

　

執
行
部
に
、
新
た
に
坂
本
組
合
員
を
迎
え
、
こ

の
一
年
間
の
闘
う
意
思
統
一
を
代
議
員
・
傍
聴
者

を
含
め
行
い
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
終
了

し
た
。 お知らせ

第　
　

回　

へ　

ら　

鮒　

釣　

り　

大　

会

　

日　

時
：
４
月　

日
（
月
）
５
時　

分
～

　

場　

所
：
み
ゆ
き
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

さ
つ
き
池
（
南
池
）

　
　
　
　
　

埼
玉
県
幸
手
市
円
藤
内
三
九
二

　
　
　
　
　

℡
〇
四
八
〇

－

四
二

－

〇
七
九
〇

　

参
加
費
：
二
五
〇
〇
円
【
全
員
に
参
加
賞
有
り
】

20

30ト
ッ
プ
の
滑
り

左
か
ら
総
合
一
位
・
二
位
・
三
位

19


